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1 　北海道の港湾開発前史検討の意義
近代国家は、物流と製造、人的交流が底流にあり、
海運と鉄道の 2大輸送体系によって発展する。島国国
家日本の近代化は、まさに海運のための近代港湾づく
り、水産資源生産基地としての多数の漁港建設によっ
てもたらされた。今日の北海道の港湾建設に先駆する、
これら初期港湾建設史と後継技術の歴史的検討は、ま
ちおこし事業とも関連し、今日的意義と重要性を持つ。
ここでは、東海岸鰊

にしん

漁場の袋
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澗
ま
※1と松前町の北前

船※2福山波止場に注目して紹介したい。
2 　東海岸旧鰊漁業用袋澗 ―世界遺産的価値―
積丹半島一周道路・国道229号に沿い、ニシンロ－
ドと呼ばれた漁村群を車で走ると、海岸に崩壊して倒
れた城壁のような石造構造物が延々と続く奇妙な光景
を目にする。これがかつて北海道最大の鰊漁場・積丹
場所を支えた、世界遺産級港湾土木遺産の「袋澗遺構
群（平成16年北海道遺産認定）」である。国道229号は、
それまで内陸道路がなく沿岸海運のみであった積丹半
島の道路交通を確保するため、昭和40年代に海岸沿い
につくられ、多くの袋澗遺構が失われることになった
が、今はこの貴重な遺産群の絶好の見学道路ともなり、
産業観光での成果も残している。
今日水産王国といわれる北海道を支える漁港、小規
模港湾の建設前史に、明治初期から昭和30年代末に北
海道の主要漁業であった鰊漁場で発達した袋澗や江
差、松前の北前船波止場の建設があった。北海道の鰊
漁獲高は、繁忙期の 3～ 4月に東北・北陸地方から10
万人を超える出稼ぎ漁師（ヤン衆）を使いながら発展
し、最大時には100万石（75万t、明治30年）にも達し
たが、以後漁場は北上しながら漸減し、中心漁場であっ
た積丹半島では昭和 3年、利尻礼文では同33年に終漁
を見て、回遊性鰊漁は終

しゅう

焉
えん

した※3。
袋澗は完全な人工港湾物で、網元は本州の築城、護
岸土木技術者（石屋）を雇用し、高価な石積み防波堤
造成を独創建設した。夏に遠浅海岸の海中に20m×
30mの干拓地を木枠石詰め防水壁と農業用排水機で作
り、内部に海底 1 m、水深 2 m、海上 1 m、合計で高
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※１　袋澗
積丹半島や離島の海蝕崖磯海岸に人工的に掘削した、
鰊収納袋網をいけすとして貯え、また磯船の船揚げ澗
として多目的使用の小漁港。
※２　北前船
江戸時代から東北・北海道へ行く大型の弁財船。明治
40年まで運航したが、高速大型気洋船に敗退して需要
を失い消滅した。

※３　回遊性鰊漁の終焉
鰊消滅の原因には、寒流北上説、乱獲説、海洋開発石
灰藻繁殖説、内陸部森林伐採等の各説があるが、複合
要因であろう（筆者）。
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さ 4 mの堤体石壁を、間
けん

知
ち

石
いし
※4を10段ほど積み、目詰

めを玉石とたたき※5で行ない造設した。部材石は付近
の石切り場で秋季に大量生産した。磯では岩礁地帯に
火薬を使用して幅 5 m、長さ100mほどの袋網引き込
み用導水路も作った。袋澗は80年間で全道に300基（積
丹120、利尻35、礼文60、島牧寿都美谷50、奥尻35）が
建造され※6、現在は100基が標本保存、100基が崩壊消
失、100基が初代漁港（後述）に転用・再建された。
袋澗は北海道漁港の嚆

こう

矢
し

といえ、北海道漁業発展の基
礎となった事実と意義は忘れてはならない。
袋澗の形態は長方形が一番多く、蟹

かに

はさみ型、複合
型等の変形も多い。20m×30mが最多で、まれには
50m×100mの巨大袋澗も。最多地区は、道南では戸井、
奥尻、寿都、歌棄、美谷、積丹半島では裏積丹の泊※7、
盃、神恵内、赤石※8、天売焼尻、利尻（仙法師漁港周
辺）、礼文（南高山）が有名である。積丹半島ではこ
れにより漁獲高が全道の 3分の 1に達し、北海道最大
の漁場として発展、多くの番屋と倉、釜場、干場が網
元単位で延々と続く、典型的なマニュファクチュア産
業、専業産業集落※9を形成していたが、鰊の北上とと
もに急速に集落は崩壊し、袋澗は遺蹟となった。袋澗
の構造は、初期（明治全期。道南漁場）は木枠石詰め、
中期（大正全期～昭和初期。積丹半島、美国、古平、
余市、厚田の道央鰊場）には完成型の間知石練積み、
後期（昭和30年代）には大型漁港化（利尻）した。な
お、袋澗の間知石（50㎝角の四角錐型）の目詰めに使
われた和製コンクリ－ト※10の寿命は80年で、各地で
崩壊が進行、緊急の保存対策が望まれている。
北海道港湾（漁港）の嚆矢として、袋澗の基礎土木
技術（堤体上部は波浪で破壊されても、水中下部は堅
固で袋澗技術の高さを証明）は後継されている。
3 　松前町北前船福山波止場 ―旧日本海海運の創始―
松前港の福山波止場は、明治 8年に北前船用の北海

道初の石積商港として建設された。地元の商人たちが
旧繁栄地・松前（松前の 5月は江戸にもない）の再興
のために資金を出した。施工は本州からの鰊漁場袋澗
造成と同種の初期土木技術者集団であろう。この港は

天守閣下の大松前川河口を利用した港湾（初期港湾形
態）で、平行防波堤は左堤体長90m、右70m、各幅
3 m、平磯面からの高さ 1 m、中央に歩行荷運搬用の
幅 1 m深さ40㎝の通路がある。北前船は空荷のときに
バラスト石を積むが、福井産の墓石状のバラスト石が
多数、堤体周囲に散乱しており、これも文化遺産であ
る。堤体の部材（30㎝角、長さ50㎝）は、明治 6年の
廃城令による松前城解体時に出た青石（グリーンタフ）
で美しい。間知石練積み型の10段でたたき目詰めされ、
堅固に建造されている。平成 9～12年、松前町は 2億
円をかけて整備し、付近の武家屋敷、姥

うば

神
がみ

神宮、松前
城と桜並木を総合して、歴史的まちづくりに成功した。
4 　近代港湾から今日、そして次世代に
広井勇は、明治29～32年の函館港の石積防波堤の建
設（北方漁業用港湾整備）、その延長での同30～41年
の小樽築港北防波堤第 1期工事をイギリス技術導入の
傾塊ブロック工法で成功させ、京浜工業地帯の港湾建
設技術の嚆矢となり、近代港湾の父と呼ばれた。
ほかに釧路港、留萌港の造成があるが、これにはイ
ギリス人港湾技師C.S.メークの調査結果（明治20、22
年調査復命書）が大きい。
稚内港北防波堤ドーム（昭和11年、列柱70本、長さ
427m、高さ13m）は、土屋実の設計による樺太大泊
との航路施設で、機能的美的に世界的に知られる。
また、東京帝国大学時代の広井勇の高弟・中村廉次
は、昭和 6年に世界的にも珍しい、上ノ国町の石崎ト
ンネル漁港の造成で注目され、以後、北海道の港湾建
設事業に中心的な役割を果たすことになる。
最近の港湾建設でも独創性が見られる。平成 6年に
完成した国

くん

縫
ぬい

漁港は、全国初の島式漁港でワイングラ
ス型のユニークさと機能で知られる。
このように、鰊漁業時代の無名の土木技術者集団の
在来技術を基礎に、札幌農学校時代の広井勇を中心と
した西洋の港湾技術の導入、戦後も独創技術を開発し
継承してきた、今日の港湾土木技術者群。北海道の海
運での次世代発展に、これら歴史の教訓は活かされる。

※４　間知石
大小二つの面を持った四角錐状の石材。石垣などに広
い面を外側に連ねて用いる。
※５　たたき（三和土）
たたき土に石灰や水を混ぜて練ったものをたたいて固
める。充填してコンクリートのように使う。

※６　昭和3年北海道庁港湾課松野、安芸氏調査。
※７　積丹・泊の田中の袋澗は、産業考古学会推薦産
業遺産（平成16年認定）。
※８　泊から赤石にかけては積丹全体の80％が集中、
100mに1基造成され、袋澗銀座といわれた。

※９　イギリスではアビデ－ル産業革命村、アイアン
ブリッジ製鉄産業村、ドイツではル－ルのエムシャ－
パ－クなど。
※10　和製コンクリート
たたきを改良したもの。「長七たたき」という。東海地
方の港湾護岸、運河堤防を造成した服部長七の世界的
発明品。
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